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点で求められる介入・対応方法の集積である。この文献研
究から着想を得て、第三章から第五章に記述したような、
BPSDを焦点とした質問紙による調査研究を行った。
　第三章では、BPSDが改善した204事例について、行なわ
れた介入・対応についての記述データをカテゴリー化する
ことで、BPSDへの効果的アプローチの構造を探索的にモ
デル化することを試みた。［介護側のコミュニケーションの
改善］［健康面への介入・対応］［環境面への介入・対応］
［能力を維持するための課題への介入・対応］［家族・介護
者状況への介入・対応］［事業マネジメントの改善］の６つ
のカテゴリーが生成された。効果が認められたBPSDの心理
社会的要因へのアプローチでは、利用者の役割や社会性を
強化するための「場」を調整することの重要性が示唆された。
　第四章ではBPSD改善事例130を、多重コレスポンデンス
分析を用いて分析した。（図１）
　分析の結果、BPSDの内容と効果的な介入行動は、４群に
分かれた。第１群は、行動性・攻撃性のあるBPSDであり、
落ちつかせる介入が効果に関連していた。第２群は、混乱
と失見当識への対応が主要課題であるBPSD群で、その改善
には、社会性と能力活用を刺激する介入が関連していた。第
３群は「幻視」等生理学的な原因に由来するBPSDであり、対
立を避けつつメリハリのある生活をめざす介入が効果に結
びついたことが明らかになった。第４群からは、被害妄想
改善には聴覚の低下を補完する介入の効果が示唆された。
　第五章では、在宅高齢者のBPSD改善事例72を対象に、コ
レスポンデンス分析を行った。その結果、BPSDの内容と
効果的な介入・対応行動は、５群に分類された。第１群で
は、「昼夜逆転」「介護への抵抗」に、「服薬の調整と管理」
が効果的であったことが示された。
　第２群では、「不穏な気分と行動」の改善に、「サービス
利用の促進」「家族・介護者への教育」「本人が自分ででき
る課題の遂行」が関連していた。第３群には、「暴言」のみ
が含まれ、「課題を簡単なものにした」ことが効果的な介入
行動として示唆された。（図２）
　終章では、現状から考えられるBPSDにかかわる効果的
な認知症ケアマネジメントについての包括的な考察を記述
した。その概要は以下のとおりである。
　第一に、認知症ケアマネジメントの実態が示唆された。海
外の文献研究からは、認知症ケアの焦点は、認知症の診断
（アセスメント）、認知障害のアセスメント、身体的状況の
アセスメントとケアプラン、うつ病のアセスメントとケア
プラン、行動・心理症状（BPSD）のアセスメントとケア
プラン、転倒予防のアセスメントとケアプラン、施設入所
のアセスメント、家族介護者への支援プランであることが
示された。これに対し、日本においてはケアマネジメント
のガイドラインには、利用者や家族への情報提供やケアプ
ランの作成、医療サービスとの連携によるケアプランの実
施、モニタリングなどはあるが、上記のような認知症ケアマ
ネジメントのガイドラインは示されていないことが解った。
　第二に、BPSDの改善事例の調査研究からは、［介護側の
コミュニケーションの改善］［健康面への介入・対応］［環
境面への介入・対応］［能力を維持するための課題への介
入・対応］［家族・介護者状況への介入・対応］［事業マネ
ジメントの改善］が認知症ケアマネジメントの要素である
ことが示された。また、攻撃性・行動性か混乱・失見当識
か、「幻視」等生理学的な原因によるBPSDかによって、介
入・対応を変える必要性が明らかになった。
　第三に、在宅高齢者のBPSD改善事例の分析では、施設
での介入・対応と異なった関連が示された。家族介護者へ
の支援がサービス提供に偏在する傾向が見られた。
　これらの知見は、先行研究の結果と一致しているだけで
なく、さらに特定のBPSDとの関連を示すことができたこ
とによって。改善事例の分析研究は認知症ケアマネジメン
トの開発に繋がる可能性が示唆された。
図１　BPSDと介入行動の布置図（施設事例）
図２　BPSDと介入行動の布置図（在宅事例）
